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 �安全のために� �必ずお守りください�

  警告�

下�記�の注�意�事�項�を�守�ら�ない�と�火�災�・�感�電�によ�り�、�死�
亡や大けがの原因となります。�

分解や改造をしない�
本製品は、�取扱説明書に記�
載�の�な�い�分�解�や�改�造�は�し�
ないでください。�火災や感�
電、け�が�の�原�因�と�な�り�ま�
す。�

雷�の�と�き�は�ケ�ー�ブ�ル�

類・機�器�類�に�さ�わ�ら�な�
い�
感電の原因となります。�

異�物�は�入�れ�な�い　水�は�

禁物�
水�や�異�物�が�入�る�と�火�災�や�
感電の原因となります。�万�
一、�水や異物が入った場合�
は、�電源プラグをコンセン�
トから抜いてください。�

通風口はふさがない�
内部に熱がこもり、�火災の�
原因となります。�

湿�気�や�ほ�こりの�多�い�と�

こ�ろ�、油煙�や�湯�気�の�あ�

たる場所には置かない�
火�災�や�感�電�の�原�因�と�な�り�
ます。�

表示以外の電圧では使用しない�
火�災�や�感�電の�原�因�と�な�りま�す�。�本�製�品�に�
付属の�AC�アダプタは�100V�で動作しま�
す。�

付属の�AC�アダプター以外で使用�

しない�
火災や感電の原因となります。�
必ず、�付属の�AC�アダプターを使用して�
ください。�

AC�ア�ダ�プター�の�コード�を傷つ�け�
ない�
火災や感電の原因となります。�

コ�ンセン�ト�や�配線器�具�の定格�を�超�

える使い方はしない�
た�こ�足�配�線な�ど�で�定�格を�超�え�る�と発�熱�に�
よる火災の原因となります。�

設�置・移�動のと�き�は�電�源プラ�グ�を�
抜く�
感電の原因となります。�

ご使用にあたってのお願い�

次�のよう�な�場所で�の�使�用や保�管�はしな�い�で�

ください。�

･�直射日光の当たる場所�
･�暖�房�器�具�の�近�く�な�ど�の�高�温�に�
なる場所�

･�急激な温度変化のある場所�（結�

露するような場所）�
･�湿気の多い場所や、�水などの液�
体�が�かか�る�場所�（�湿�度�80�％�以�
下の環境でご使用ください）�

･�振動の激しい場所�

･�ほこりの多い場所や、�ジュータ�
ンを敷いた場所�（�静電気障害の�
原因になります）�

･�腐食性ガスの発生する場所�

取り扱いはていねいに�
落としたり、�ぶつけたり、�強いショック�
を与えないでください。�

お手入れについて�

清�掃�す�るとき�は�電�源を切�っ�た�状態�

で�
誤動作の原因になります。�

機器は、乾いた柔らかい布で拭く�

汚�れ�が�ひ�ど�い�場�合�は�、�
柔�ら�かい�布�に�薄�め�た�台�
所�用�洗�剤�（中�性�）�を�し�
み�こ�ま�せ、�堅�く�絞�っ�た�
も�の�で�ふき�、�乾�い�た�柔�

らかい布で仕上げてください。�

お�手�入�れには�次�のもの�は�使�わない�で�くださ�
い�

･�石油�・�み�がき�粉�・�シ�ンナ�ー�・�ベン�ジ�ン�・�

ワックス・�熱湯・粉せっけん（�化学ぞう�
き�ん�を�ご�使�用�の�と�き�は�、そ�の�注�意�書�に�
従ってください。�）�

分解禁止�

雷のときは�
さわらない�

異物厳禁�

ふさがない�

設置場所注意�

100V

電圧注意�

付属品�
を使え�

傷つけ�
ない�

たこ足�
禁止�

プラグ�
を抜け�

ていねいに�

プラグ�
を抜け�

中�
性���

ぬらすな�中性洗剤�堅く絞る�
使用�

シンナー�
類不可�

 

PN J613-M2587-00 Rev.C 001114

この度は、CentreCOM WR11（以下、本製品）をお買
い上げいただきまして誠にありがとうございます。本書
をお読みの上、正しくご使用ください。また、本書はお
読みになった後も、大切に保管してください。

梱包内容

最初に梱包箱の中身を確認して、以下のものが入ってい
るかを確認してください。

･ CentreCOM WR11 本体（1台）
･ サポートプレート（1つ）
･ ACアダプター（1本）
･ 製品保証書（3年保証）
･ お客様インフォメーション登録カード
･ シリアル番号シール
･ ユーザーマニュアル（本書）

また、本製品を移送する場合は、工場出荷時と同じ梱包
箱で再梱包されることが望まれます。再梱包のために、本

製品が納められていた梱包箱、緩衝材などは捨てずに保
管しておいてください。
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特長

本製品は、無線によりLAN を延長する装置です。オフィ
スが建物に分散しており、公道を挟んでいるために架線
が難しいとか、頻繁にレイアウト変更が行われるため、施
線工事に手間をかけたくない、といったアプリケーショ
ンに最適です。本製品の特長を以下に示します。
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･ 無線通信に直接拡散変調によるスペクトラム拡散方
式を使用しており、最高11Mbpsのワイヤレスネッ
トワークを実現します。

･ 電波状況に応じて自動的に通信速度を切り替えます
（11M、5.5M、2M、1Mbps）。

･ サービスエリアは屋内で約40m、屋外で約 200mで

す。別売の外部アンテナ1をご使用になれば、約
500m ～ 1Km に延長できます。外部アンテナは、
ネットワーク構成に応じて2種類を用意しています。

図1 設置例

･ 無線通信エラーが発生した場合、再送によるエラー
のリカバーを自動的に行います。

･ 無線通信をスクランブルすることにより、第三者に
よる無線通信の盗聴を防ぎます。

･ 技術基準適合認定を取得していますので、導入時の
無線免許申請は不要です。

･ 2 本のアンテナを内蔵し、通信状態の良好な方のア
ンテナを自動的に選択することにより、常に安定し
た通信を行うアンテナダイバーシティ機能を装備し
ています。

･ コンピュータに特別なソフトウエアをインストール
せずに、Macintosh、UNIX、NetWare、Windows な
どのどのような LAN環境でもご使用いただけます。

･ 10B ASE-T ポートを装備しており、既に導入済みの
LAN機器と容易に接続することができます。

･ 本製品は、LAN機器と無線の間に置かれたブリッジ
として動作するため、通信トラフィックを緩和する
効果を持ちます。

各部の名称と機能

①ランプ
POWER（黄）本製品に電源が供給されているとき
に点灯します。

ALARM（赤）本製品に異常がある場合に点灯しま
す。

RADIO（緑）無線通信状態が良好である場合に点灯
します。

LINK（緑）10BASE-T ポートと対向装置がリンク
を確立したときに（通信が可能な状態であるとき）、
点灯します。

RATE（緑）高速度（11Mbps）で無線通信を行っ
ている場合に点灯、中速度（5.5/2Mbps）で点滅、
低速度（1Mbps）で消灯します。

LAN（緑）10BASE-Tポートでパケットの送受信が
行われたときに点灯（点滅）します。

②電源スイッチ（POWER）
本製品の電源を ON/OFF するスライドスイッチで
す。

③サポートプレート
本製品を安定させるための脚です。「サポートプレー
トの取り付け（p.2）」の手順にしたがって取り付け
てください。

図 2 前面の各部の名称

④外部アンテナコネクター（EXT ANT）
外部アンテナ（別売）を接続するコネクターです。
屋内における通常の使用では、外部アンテナは不要
です。外部アンテナは、無線通信距離を延長する場
合に使用します（500m ～ 1Km）。また、外部アン
テナは状況に応じて選択できるように、2 種類のも
のが用意されています。

⑤10BASE-T ポート（MDI-X）
LAN 機器を接続するためのコネクターです。機器の
接続のし方については、後述の「設置と配線（p.4）」
をご覧ください。

⑥ディップスイッチ
このスイッチにより、次の 5項目を設定します。

SLAVE-MASTER（1）：親機（MASTER）・子機
（SLAVE）の切り替えを行います。

GROUP（2-4）：グループID を設定します。同じグ
ループ ID を持つもの同士の通信が可能です。左が
「1」、右が「0」で、「0～7」の値を設定することが
できます。

ANNTENA（5）：内蔵アンテナ（INT）・外部アン
テナ（EXT）を切り替えます。

SCRAMBLE（6）：無線通信のスクランブルを行う
（ON）・行わない（OFF）を設定します。通常は、無
線電波を盗聴されないように「ON」に設定します。

MODE（7-8）：運用モード（NORMAL）・スクラン
ブルキー設定モード（CONFIG）を切り替えます。通
常は、「NORMAL」で使用します。

図 3 ディップスイッチ

⑦DC5Vジャック
AC アダプターの DC5V プラグを接続するコネク
ターです。AC アダプターは、必ず付属のものをご
使用ください。不適切な AC アダプターをご使用に
なると、火災、故障の原因になります。

図 4 背面の各部の名称

⑧AC プラグ
ACアダプターをACコンセントに接続するためのプ
ラグです。

⑨ ACアダプター
本製品に電源（DC5V）を供給する AC アダプター
です（100V専用）。必ず付属のものをご使用くださ
い。

⑩ DC5Vプラグ
本製品の DC5Vジャックに接続するプラグです。

図 5 AC アダプター

ネットワーク構成

図 6 は本製品を使用したネットワークの構成例です。こ
の構成例をもとに、本製品を使用する上で基本的な事柄
を説明します。

図 6 ネットワーク構成例

本製品は同じグループに属すもの同士の通信が可能2 で
す。ひとつのグループは、1 台の親機（MASTER）と 1
～ 15 台の子機（SLAVE）で構成します。グループは背
面のディップスイッチで設定します（図8）。

異なったグループ間の無線通信はできません。グループ
を変えることによって、コンピュータやプリンターにア
クセス制限をつけることができます。

本製品は、無線通信の盗聴を防止する「スクランブル機
能」を持っています。スクランブルは、無線電波におけ
る共通鍵暗号のようなものです。グループに属す 1 台で

「スクランブルキー」3を生成させ、グループの他の本製品
すべてに書き込みます。同じグループに属すものはキー
を共有し、そのキーによってお互いに無線電波の暗号化
および複合化を行います。

他のグループには、別のスクランブルキーを設定してく
ださい。盗聴を防ぐために、必ずスクランブルキーを設
定してください。

サポートプレートの取り付け

1 本製品の底面にサポートプレートを取り付けてくだ
さい。サポートプレートの広くなっている方を本製
品の背面に向け、サポートプレートの嵌合ツメを本
製品底面の溝にはめて、サポートプレートを本製品
前面に向かって、カチッと音がするまでスライドさ
せてください。嵌合ツメが溝にはまりこみ、サポー
トプレートが固定されます（「図 2 前面の各部の名

1. 屋外の無線通信では、安定した通信のために、別売の外部
アンテナをご利用になることをお勧めします。

40m

外部アンテナ使用（500m～1Km）�
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2. 実際には、同じグループに属す親機と子機の間の通信のみ
が可能です。複数の子機が存在し、子機から子機への通信
は、親機を経由します。

3. 約 6万通りのキーの中からランダムに 1つが選択され、そ
れが使用されます。
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9 ACアダプター�
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称」をご覧ください）。

サポートプレートを取り外す場合、サポートプレー
トを本製品の背面に向かって、カチッと音がするま
でスライドさせてください。

設定

設置、配線を行う前に、あらかじめネットワーク構成を
考慮して、ディップスイッチの設定を行っておきます。こ
こでは最も基本的な構成である 2台だけの構成、すわわ
ち親機 1台、子機1台を仮定して説明します。

･ グループ
･ 親機・子機
･ スクランブルキーの生成と共有（無線盗聴防止）
･ アンテナの設定

親機・子機の設定

同一グループ内の親機と子機の設定を行います。グルー
プに属すもののうち 1 台を親機に設定し、残りは子機に
設定してください。同一グループ内に複数の親機が存在
してはいけません。ネットワーク構成を考慮して、グルー
プ内のどれを親機にするか決めてください。

2 設定を行う2台の本製品の電源スイッチをOFFにし
てください。

3 親機にする方のディップスイッチ 1を「ON」に、子
機にする側を「OFF」に設定します。

図7 親機・子機の設定

グループの設定

無線通信におけるグループの設定を行います。同じグ
ループ IDを持つ親機と子機の通信が可能です。グループ
ID は「0 ～ 7」の値を取ることができ、ディップスイッ
チ2～4 で設定します。デフォルトは「7」です。

図8 グループID 値とディップスイッチ

4 親機と子機に同じグループ ID を設定してください。
ここでは「7」を設定すると仮定します。

図9 グループID の設定

スクランブルキーの生成と共有

スクランブルキーの生成と共有を行います。グループに
属す1 台でキーを生成し、グループに属す他の本製品す
べてに書き込みます。盗聴を防ぐために、必ずスクラン
ブルキーを設定してください。

ここでは、スクランブルキーを生成する側を親機、キー

を書き込まれる側を子機と仮定した手順を示します1。

5 親機と子機の 10BASE-T ポートをクロスタイプの

UTP ケーブルで接続してください。2

図 10 スクランブルキー共有のための接続

6 親機、子機とも、ディップスイッチ 7、8 を次のよ
うに設定してください（スクランブルキー設定モー
ド）。

図 11 スクランブルキー設定モード

7 親機と子機に AC アダプターを接続し、電源スイッ
チを ON にしてください。親機と子機の両方の
POWER、LINKランプが点灯することを確認してく

ださい。3

8 親機のディップスイッチ 7 を ON にしてください。
続いて、親機のディップスイッチ 7 を OFF にし、
RADIO ランプが点滅することを確認してください。
これでスクランブルキーが生成されました。

図 12 新規スクランブルキーの生成

9 親機のスクランブルキーを子機に書き込みます。親
機のディップスイッチ 7を ONにしてください。親

機の LANランプが点滅し、子機の RADIO、RATE、
LAN ランプが点灯します。

図 13 スクランブルキーの送信と受信

10 更に、同じスクランブルキーを別の子機に書き込む
場合は、ここで親機のディップスイッチ 8を OFF に

してください4。ALRMランプが点灯します。

図 14 更に別の子機に書き込む場合

11 親機、子機ともに電源スイッチをOFFにしてください。

同じスクランブルキーを別の子機に書き込む場合は、
「手順10でディップスイッチ8をOFFにした親機」と
「書き込む別の子機」を用意し、手順5、6、7、9を実

行してください（手順8は実行しません5）。

12 親機、子機ともにディップスイッチ 7、8を OFF に
してください（運用モード）。

図 15 運用モード、スクランブルON

13 親機、子機ともにディップスイッチ 6（SCRAMBLE）

を ONに設定してください（図15）。6
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1. ここでは、送信側、受信側をこのように仮定しますが、キー
の生成や書き込み対象は、ディップスイッチ1～ 6（親機、
子機、グループ IDなど）の違いに依存しません。ディップ
スイッチ 7 を操作する側でキーが生成され、その時
10BASE-T ポートに接続されている側が書き込み対象と
なります。また、キーを生成した側と書き込まれた側は同
じキーを共有することで同等となるため、書き込まれた側
から更に別の本製品に対して、キーを書き込むことが可能
です。

2. ハブを使用すれば、スクランブルキーの書き込みを、複数
の子機に対して同時に行うことができます。

3. LINKランプが点灯しない場合、間違った UTPケーブルを
使用している可能性があります。UTPケーブルをご確認く
ださい。
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4. キーの送信が行われた後、送信側の電源スイッチを OFFに
するときに、ディップスイッチ 8 が OFF に設定されてい
ると、送信側は他の本製品へのスクランブルキーのコピー
を許可します。
同様に、キーの受信が行われた後、受信側の電源スイッチ
を OFFにするときに、ディップスイッチ8が OFFに設定
されていると、受信側は他の本製品へのスクランブルキー
のコピーを許可します。
逆に、キーの送受が行われた後、送信側または受信側の本
製品の電源スイッチを OFFにするときに、ディップスイッ
チ 8 が ON に設定されていると、スクランブルキーにコ
ピープロテクトがかかります。
したがって、すべての本製品にコピープロテクトがかかっ
ている環境に新たに本製品を追加し、キーを共有したい場
合は、新たにキーを生成しなおし、共有しなければなりま
せん。
セキュリティーのためには、運用中のすべての本製品にス
クランブルキー・コピープロテクトをかけることをお勧め
します。また、コピー許可をする場合、本製品を第三者が
手をふれることができない場所に設置する必要がありま
す。

5. 手順 8を実行してしまうと、既存のスクランブルキーは破
棄され、新たなキーが生成されます。

6. 重要：ディップスイッチ 6（SCRAMBLE）を OFFに設定
すると、スクランブルを行いません（グループIDを合わせ
れば盗聴が可能となります）。SCRAMBLE が OFFのもの
同士の通信が可能です。SCRAMBLEが OFFのものと、ON
のものの間の通信はできません。
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アンテナの設定

内蔵アンテナを使用する場合、ディップスイッチ5（ANT-
ENNA）を INT に設定してください。外部アンテナを使
用する場合、EXTに設定してください。親機と子機が同
一フロアに設置されているような場合、内蔵アンテナを
使用します。

14 ここでは、内蔵アンテナを使用すると仮定し、ディッ
プスイッチ5（ANTENNA）を INT に設定します（図
15）。

15 親機と子機の10BASE-Tポートを接続していたUTP
ケーブルを外し、設置、配線に進んでください。

設置と配線

設置時のご注意

本製品を下記のような環境でご使用になることはおやめ
ください。また、設置の前に「安全のために」（p.1）を
必ずお読みください。

心臓ペースメーカーをご使用の方の近くで、
本製品や外部アンテナをご使用にならないで
ください。心臓ペースメーカーに電磁妨害を
及ぼし、生命の危険があります。

医療機器の近くで本製品や外部アンテナをご
使用にならないでください。医療機器に電磁
妨害を及ぼし、生命の危険があります。

電子レンジの近くで、本製品や外部アンテナ
をご使用にならないでください。電子レンジ
によって、本製品の無線通信への電磁妨害が
発生します。

本製品の本体（WR11）を屋外に設置しない
でください。本製品の本体は、屋内で使用す
るように設計されています。

設置

16 親機から子機、または子機から親機を見通せる位置
に設置してください。親機、子機とも屋内で使用す
る場合、外部アンテナの接続は不要です。外部アン
テナなしの場合、サービスエリアは屋内で約 40m、
屋外で約 200mとなります。外部アンテナの接続に
ついては、「外部アンテナ（p.4）」をご覧ください。

LAN の接続

本製品の 10BSAE-T ポートを LAN 機器に接続します。
接続形態に合わせて、UTP ケーブルのタイプ、LAN機器
の設定を行ってください。

17 本製品の10BASE-T ポートをハブ（やスイッチ）に
接続する場合は、ストレートタイプのUTP ケーブル
を使用し、ハブのカスケードポート（MDI）に接続
してください。

カスケードポートが切替スイッチを持っている場
合、切替スイッチを「= HUB」「ToHUB」や「MDI」
に設定してください。

図 16 カスケードポートに接続する場合

本製品の 10BASE-T ポートをハブの通常のポート
（MDI-X）に接続する場合は、クロスタイプの UTP
ケーブルを使用して接続してください。

図 17 ハブの通常のポートに接続する場合

本製品の 10BASE-T ポートをコンピュータ（LAN
アダプター）に接続する場合は、ストレートタイプ
の UTPケーブルで接続してください。

図 18 コンピュータとの接続

18 親機、子機とも手順 17 にならってLAN機器を接続
してください。

AC アダプターの接続

19 親機、子機とも AC アダプターの DC5V プラグを、
本製品の DC5V ジャックに接続してください。AC
アダプターの電源プラグを AC コンセントに接続し
てください。

通信テスト

20 ネットワークを構成する親機、子機、ハブやコン
ピュータの電源スイッチを ONにしてください。

21 ご使用のコンピュータから本製品を経由して、サー
バーや WEB などにアクセスできることを確認して
ください。

外部アンテナ

別売の外部アンテナは、平面アンテナ（WR-OP01）、ス
リーブアンテナ（WR-OP03）の 2 種類が用意されてい
ます。どちらのアンテナも屋外に設置可能です。スリー
ブアンテナと平面アンテナは、任意の組み合わせで通信
することができますが、アンテナの特性の違いに注意し
て設置してください。

必ず本製品専用の外部アンテナ、接続ケーブ
ルをご使用ください。本製品への他のアンテ
ナ、ケーブルの接続は認定されておりません。

スリーブアンテナ（WR-OP03）

･ 約 1m の棒形状のアンテナです（図 19）。スリーブ
アンテナは、先頭を上に向け、垂直に設置してくだ
さい。

･ 水平方向は無指向性です。どの方角からの通信も可
能であるため、屋上などまわりが開けた場所への設
置に適します。

･ 通信相手のアンテナが、このアンテナが設置されて
いる位置から上下 4°の範囲にあるとき、最も安定
した通信状態となります。4°は、1Km離れたとき、
約 70mの高低差です。

･ 図 21 のように、グループに複数の子機が存在し、四
方に分散している場合、親機（基地局）は水平方向
の指向性を持たないスリーブアンテナを使用してく
ださい。

･ 接続には、別売のスリーブアンテナ用接続ケーブル
（WR-OP04、5m）が必要です。

･ スリーブアンテナには、φ20 ～85のポールに取り
付け可能な金具が付属しています。

図 19 スリーブアンテナ形状

平面アンテナ（WR-OP01）

･ 約 120mm角の平面形状のアンテナ（図20）で、背
面に取り付け金具（φ25～32）があります。

･ 通信相手のアンテナが、平面アンテナの前面に垂直
な線を中心にして、上下左右約10°の円錐の中にあ
るとき、最も安定した通信状態となります。10°は、
1Km 離れたとき、半径約 180m の円となります。

･ 親機 1台、子機1台の構成であり、通信を行いたい
ビルの窓からお互いが見通せるような位置関係で
は、小型で窓際に設置できる平面アンテナを使用す
るのが便利です。特に、お互いのフロアレベルが大
きく違う場合、平面アンテナは垂直方向の角度（仰
角）を調整し、最適な方向に向けることができます
（図1）。

･ 接続には、別売の平面アンテナ用接続ケーブル（WR-
OP02、5m）が必要です。
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図20 平面アンテナ形状

図21 子機が複数の場合

図22 平面アンテナによる対向の通信

設置手順

アンテナの設置に関して専門の知識をお持ち
でない場合、また高所など危険な場所に設置
しなければならない場合は、工事業者に依頼
することをお勧めいたします。

1 設置場所を決め、必要なポールや取り付け金具をご
用意ください。

2 ポール、取り付け金具を使用して、アンテナを設置
してください。

屋外に設置する場合、避雷針より十分に低い
位置に設置してください（避雷針の先端を頂
点とした 60°の傘の中に入る位置）。アンテ
ナを避雷針の無い場所、避雷針から遠い位置
に設置に設置した場合、落雷の危険性が高く
なります。

3 平面アンテナの場合、方向、仰角を調節し、通信を
行うお互いが、通信相手の指向性の範囲にはいるよ
うにしてくだださい。スリーブアンテナの場合、方
位、仰角の調整はありません。

4 専用ケーブルを使用し、本製品を外部アンテナに接
続してください。

屋外に設置する場合、アンテナのコネクター
接続部にテービングなどの防水措置をしてく
ださい。

5 通信試験を行います。通信を行うもの同士のRADIO、
RATE ランプが安定して点灯することを確認してく
ださい。安定して点灯しない場合、方向、仰角など
をご確認ください。
LANに接続されているコンピュータを使用し、他の

コンピュータ（サーバーなど）にアクセスできるこ
とをご確認ください。

トラブルシューティング

本製品が正しく動作しない場合は、次のことを確認して
ください。

POWER ランプは点灯していますか？

･ POWER ランプが点灯していない場合、AC アダプ
ターのDC5Vプラグが本製品のDC5Vジャックに正
しく接続されているか、AC アダプターは正しい電
源コンセントに接続されているか、電源ケーブルに
断線がないかなどを確認してください。

RADIOランプは点灯していますか？

･ RADIO ランプは、親機と子機が無線によって正しく
通信できるとき点灯します。RADIO ランプが点灯し
ない場合、設置場所を変えてみる、親機と子機を近
づけてみるなどの対策を行ってください。

･ 外部アンテナをご使用の場合、外部アンテナは指向
性をもっておりますので、無線通信を行うもの同士
の方位、仰角を調整してください。

LINK ランプは点灯していますか？

LINK ランプは本製品と LAN 機器の両方にあり、両方の
LINK ランプが点灯している場合に通信が可能です。一方
が点灯していない、または両方がしていない場合、以下
のことを確認してください。

･ 接続先のLAN機器に電源が入っているか確認してく
ださい。

･ ご使用の UTP ケーブルが本製品と LAN機器に正し
く接続されていることを確認してください。

･ ご使用のUTPケーブルが適切であることを確認して
ください（クロス、ストレート）。

･ LAN 機器の UTP ポートの設定が正しいことを確認
してください（「= HUB」や「X PC」、「ToHUB」や
「ToPC」、「MDI」や「MDI-X」）。
「図16 カスケードポートに接続する場合」「図17 ハ
ブの通常のポートに接続する場合」「図 18 コン
ピュータとの接続」をご覧ください。

･ 本製品の 10BASE-T ポートをコンピュータ（LAN
アダプター）に接続している場合、LANアダプター
の設定をご確認ください。

LINK ランプは点灯しているが ...

本製品、LAN 機器の両方の LINK ランプは点灯している
のに、通信がおそいなどの障害が発生する場合は、次の
点をご確認ください。

･ RATEランプ が点灯していない場合、無線通信状態
が悪いと考えられます。RATE ランプが点灯する場
所に設置してください。外部アンテナをご使用の場
合、方位、仰角を調整してください。

･ 本製品の10BASE-Tポートをスイッチに接続してい
る場合、スイッチの UTP ポートの設定が半二重に
なっていることをご確認ください（本製品の
10BASE-Tポートは半二重のみをサポートしており
ます）。
スイッチの UTP ポートが全二重に設定されている
と、本製品の 10BASE-Tポートでコリジョンが多発
し、通信が遅いなどの障害が発生します。

･ 本製品の 10BASE-T ポートをコンピュータ（LAN
アダプター）に接続している場合、LANアダプター

のUTPポートの設定が半二重になっていることをご
確認ください（本製品の 10BASE-Tポートは半二重
のみをサポートしております）。
LAN アダプターの UTP ポートが全二重に設定され
ていると、本製品の10BASE-T ポートでコリジョン
が多発し、通信が遅いなどの障害が発生します。

･ UTPケーブルの長さが制限を越えていないか確認し
てください。2 つのネットワーク機器の直接リンク
を形成する UTP ケーブルは、最長 100m と規定さ
れています。

･ UTP ケーブルを別のものに変えてみてください。結
線は OK であるが、特性が悪いといった場合、テス
ターでの確認はできません。

製品仕様

同軸ケーブル�

水平方向20°�

垂直方向20°�

約122
mm

親機�

子機�

子機�

子機�

子機�

親機�

表 1 本製品本体（WR11）
無線部 規格 国内規格 RCR STD-33（小電力

データ通信）

周波数帯 2.4GHz 帯
変復調方式 直接拡散変調によるスペクトラ

ム拡散方式

情報変調方式 CCK、BPSK（データ伝送速度
による）

データ伝送速度 11Mbit/s ～ 1Mbit/s 自動切り
替え

サービスエリアa

a. 別売の外部アンテナの使用により最大約 1Kmまで拡
張可能

オフィス：40m、屋外：200m

スクランブル処
理

共通鍵方式

空中線電力 5mW/MHz
アンテナ形式 1/2λダイポールアンテナ（2本

内蔵）

ア ン テ ナ ダ イ
バーシティ

受信アンテナ：空間ダイバーシ
ティ

外部アンテナコ
ネクター

TNC

LAN 部 規格 IEEE802.3 準拠
インタフェース 10BASE-T（MDI-X）

データ伝送速度 10Mbit/s
システム機能 MACブリッジ（255エントリー）

電源b

b. 専用の ACアダプターより供給

電圧 DC5V

平均消費電流 0.6A
平均消費電力 3W

発熱量 2.15Kcal/h（2.5W）
環境条件 動作温度 -10～ +40 ℃

動作湿度 80%以下c

c. ただし、結露なきこと

保管温度 -20～ +60 ℃

保管湿度 95%以下d

d. ただし、結露なきこと

一般仕様 外形寸法e

e. サポートプレート部を除く

約 51（幅）×約 117（高）×約
164（奥行）mm

重量 約 364g

表 2 AC アダプター

電気的仕様 定格入力電圧 100VAC
平均入力電流 0.22A

突入電流 50VA MAX@100VAC

平均消費電力a

a. 本製品本体（WR11）動作時における総合の消費電力

6W

発熱量b

b. 本製品本体（WR11）動作時における ACアダプター
の発熱量

2.58Kcal/h（3W）

環境条件 動作温度 -10 ～+40℃
動作湿度 80%以下c

c. ただし、結露なきこと

保管温度 -20～+60℃
保管湿度 95%以下d

d. ただし、結露なきこと

一般仕様 外形寸法 約 48（幅）×約54（高）×
約 26（奥行）mm

重量 85g
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図23 平面アンテナ指向性

図24 スリーブアンテナ指向性（E面）

保証

製品に付属の「製品保証書」の「製品保証規定」をお読
みなり、「お客様インフォメーション登録カード」に必要
事項を記入して、当社「お客様インフォメーション登録
係」までご返送ください。「お客様インフォメーション登
録カード」が返送されていない場合、修理や障害発生時
のサポートなどが受けられません。

保証の制限

本製品の使用または使用不能によって生じたいかなる損
害（人の生命・身体に対する被害、事業の中断、事業情
報の損失またはその他の金銭的損害を含み、またこれら
に限定されない）については、弊社はその責をいっさい
負わないこととします。

ユーザーサポート

障害回避などのユーザーサポートは、右の「調査依頼書」
をコピーしたものに必要事項をご記入の上、下記の番号
までFAXしてください。

できるだけ電話による直接のお問い合わせは避けてくだ
さい。FAX によって詳細な情報を送付いただくほうが、
電話によるお問い合わせよりも早く問題を解決すること
ができます。

記入内容の詳細は、「調査依頼書のご記入にあたって」を
ご覧ください。

アライドレテシス サポートセンター

Tel： 0120-860-772

　　月～金（祝・祭日を除く） 9:00-18:00
　　　　　　　　　　（12:00-13:00 は昼休み）
　　土（祝・祭日を除く） 10:00-17:00

Fax： 0120-860-662

　　年中無休 24時間受け付け

調査依頼書のご記入にあたって

調査依頼書は、お客様のご使用環境で発生した様々な障
害の原因を突き止めるためにご記入いだだくものです。
障害を解決するためにも以下の点にそって、十分な情報
をお知らせください。記入用紙に書ききれない場合は、別
途プリントアウトなどを添付してください。

無線通信を行う 2 台について

･ 無線通信を行う 2 台の WR11 のハードウエア機種
（製品名）、製品のシリアル番号（S/N）、製品リビ
ジョンコード（Rev）、ファームウエア・バージョン
を調査依頼書に記入してください。
製品のシリアル番号、製品リビジョンコードは、製
品の底面に貼付されているバーコードシールに記入
されています。

（例） 

･ 前面パネルのランプの点灯状態をご記入ください。

･ ディップスイッチの設定をご記入ください。

･ ご使用のアンテナ、設置場所、無線通信距離をご記
入ください。

･ アンテナ工事についてご記入ください。

･ 本製品3台以上の構成の場合は、調査依頼書をコピー
していただき、それにご記入ください。

お問い合わせ内容について

･ どのような症状が発生するのか、またそれはどのよ
うな状況で発生するのかを出来る限り具体的に（再
現できるように）記入してください。

･ エラーメッセージやエラーコードが表示される場合
には、表示されるメッセージ内容のプリントアウト
などを添付してください。

ネットワーク構成について

･ ネットワークとの接続状況や、使用されているネッ
トワーク機器、設置されている空間的な環境がわか
る簡単な図を添付してください。

･ 他社の製品をご使用の場合は、メーカー名、機種名、
バージョンなどをご記入ください。

おことわり

･ 本書は、アライドテレシス株式会社が作成したもの
で、全ての権利を弊社が保有しています。弊社に無
断で本書の一部または全部をコピーすることを禁じ
ます。

･ 予告なく本書の一部または全体を修正、変更するこ
とがありますがご了承ください。

･ 改良のため製品の仕様を予告なく変更することがあ
りますがご了承ください。

･ 本装置の内容またはその仕様により発生した損害に
ついては、いかなる責任も負いかねますのでご了承
ください。

Copyright 1999  アライドテレシス株式会社

商標

CentreCOM は、アライドテレシス株式会社の登録
商標です。
Macintosh は、米国Apple Computer, Inc.の商標で
す。
NetWare は、米国Novell, Inc. の登録商標です。
Windows は、米国Microsoft Corporationの米国お
よびその他の国における登録商標です。
その他、この文書に掲載しているソフトウエアおよ
び周辺機器の名称は、各メーカーの商標または登録
商標です。

マニュアルバージョン

1999 年10 月18日 　Rev.A 初版
2000 年02 月17日 　Rev.B 第 2 版
2000 年11 月14日 　Rev.C 第 3 版

表3 平面アンテナ（WR-OP01）仕様
電気的仕様 周波数帯 2.4GHz帯

入力インピーダ
ンス

公称50Ω

利得 公称10dBi（絶対利得）
許容電力 1W

指向性（平
均値）

E面半値幅 約60°

H 面半値幅 約65°

給電部接栓
座

TNC-J 型

環境条件 耐温度 -30～ +60℃

耐湿度 20%～95%
一般仕様 外形寸法a 122.6（幅）× 121.5（高）×

29（奥行）mm

重量b 約500g

専 用 接 続
ケーブル

型名 WR-OP02

ケーブル長 5m

a. 取り付け金具を含まない

b. 取り付け金具を含む

表4 スリーブアンテナ（WR-OP03）仕様

電気的仕様 周波数帯 2.4GHz帯
入力インピーダ
ンス

公称50Ω

利得 公称10dBi（絶対利得）
許容電力 1W

指向性（平
均値）

E面半値幅 約8°

H 面半値幅 公称無指向性

給電部接栓
座

N-J 型

環境条件 耐温度 -10～ +50℃
耐湿度 20%～95%

一般仕様 外形寸法a 全長約1000mm、アンテナ径
φ約 20mm

重量 約1.4Kg

専 用 接 続
ケーブル

型名 WR-OP04

ケーブル長 5m

a. 接栓部を含まない

S/N  000770000002346  Rev  A
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調査依頼書（CentreCOM WR11 1/2） 年　　月　　日

一般事項
1. 御社名：

部署名： 　　　　　　ご担当：

ご連絡先住所：〒

TEL：　　　　(　　　　) FAX：　　　　(　　　　)

2. ご購入先： 　　　　　　ご購入年月日：

ご購入先担当者： ご連絡先(TEL)：　　　　(　　　　)

無線通信を行う2台のハードウエア・ソフトウエア・設定
1. ご使用のハードウエア機種（製品名）、シリアル番号、リビジョン、ファームウエア・バージョン

CentreCOM  WR11

ファームウエア Rev.：　　　　　　　　　　　　　　　　　ファームウエア Rev.：　　　　　　　　　　　　　　

2. ランプの状態（ 消灯 点滅 点灯）をご記入ください。

3. ディップスイッチの設定（設定位置を塗りつぶしてください）と外部アンテナ

4. 工事

　□お客様ご自身による工事

　□工事業者による工事（会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ご担当者様：　　　　　　　）
　　　　（分かる範囲内で結構です）

調査依頼書

S/N                                Rev    
2台以上の場合は別紙�
にご記入ください。�

S/N                                Rev    

POWER

RADIO

RATE

ALARM

LINK

LAN

POWER

RADIO

RATE

ALARM

LINK

LAN

2台以上の場合は別紙�
にご記入ください。�

ONOFF

1

2

3

4

5

6

7

8MODE

SCRAMBLE
OFF      ON

ANTENNA
INT       EXT

GROUP
1       0

SLAVE       MASTER

平面アンテナ（WR-OP01）�
スリーブアンテナ（WR-OP03）�
屋外設置　　屋内設置�

ONOFF

1

2

3

4

5

6

7

8MODE

SCRAMBLE
OFF      ON

ANTENNA
INT       EXT

GROUP
1       0

SLAVE       MASTER

平面アンテナ（WR-OP01）�
スリーブアンテナ（WR-OP03）�
屋外設置　　屋内設置�

無線通信距離�

2台以上の場合は別紙�
にご記入ください。�
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調査依頼書（CentreCOM WR11 2/2） 年　　月　　日

お問い合わせ内容
□別紙あり　□別紙なし
□設置中に起こっている障害　□設置後、運用中に起こっている障害（どのくらい後：　　　　　　　　　　　　）

ネットワーク構成図

□別紙あり　□別紙なし
簡単なもので結構ですからご記入をお願いします。
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